
第023号　【水と緑の豊かな風景から】　  　　御殿堰　大黒天便り     http://gotenzeki.co.jp/ 2012年7月号

◆発行◆　七日町御殿堰開発株式会社　山形県山形市七日町二丁目7番6号　　◆◆◆毎月7日発行◆◆◆

◆◆◆◆
第第第第
二二二二
三三三三
号号号号
◆◆◆◆

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
二
三
号
で
す
。
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形形形形
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れれれれ
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そそそそ
のののの
三三三三

◆◆◆◆
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笠笠笠笠
祭祭祭祭
◆◆◆◆

山
形
の
夏
の
風
物
詩
「
花
笠
祭
」
。

花
笠
祭
は
、
毎
年
八
月
五
日
～
七
日
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

十
日
町
を
出
発
し
、
文
翔
館
迄
を
パ
レ
ー
ド
。

パ
レ
ー
ド
途
中
に
位
置
す
る
水
の
町
屋
御
殿
堰

で
は
、
「
一
休
み
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
お

立
ち
寄
り
に
な
る
方
が
多
い
よ
う
に
見
受
け

ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
お
買
い
物
の
他
、
お

食
事
・
喫
茶
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
店
舗
も

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
花
笠
祭
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
る
と

良
い
で
す
ね
。

桶桶桶桶
町町町町

樽樽樽樽
物物物物
町町町町

塗塗塗塗
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౽
十
౔
越次号の発行は八月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを

楽しみにしています。

幕
末
に
な
る
と
桶
町
に
は
魚
屋
が
進
出
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
最
上
川
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
干

物
や
塩
魚
販
売
に
対
抗
し
、
仙
台
方
面
か
ら
背
負

子
が
運
ぶ
生
魚
を
中
心
に
売
る
こ
と
で
大
繁
盛

し
た
と
言
う
。
水
産
物
を
扱
う
店
で
は
手
桶
・
樽

な
ど
が
利
用
さ
れ
た
の
で
桶
職
人
と
共
存
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

桶
屋
職
人
が
作
っ
た
も
の
は
手
桶
・
半
切
・

げ
ん
ば
桶
・
お
か
も
ち
・
酒
樽
・
角
樽
・
大
酒

造
樽
な
ど
、
明
治
以
降
は
風
呂
桶
が
大
量
に
作
ら

れ
た
。
大
き
な
も
の
は
醸
造
用
の
味
噌
・
醤
油
等

を
作
り
、
大
勢
の
工
人
が
出
入
り
し
て
賑
や
か
な

職
人
町
だ
っ
た
。

小
物
づ
く
り
職
人
は
隣
の
曲
職
人
と
対
抗
し
、
最

終
的
に
は
明
治
初
期
の
株
仲
間
禁
示
令
に
よ
っ

て
桧
物
職
人
は
分
散
さ
せ
ら
れ
衰
え
、
桶
町
が
更

に
発
展
し
た
。

塗
師
町
は
、
義
光
公
時
代
に
職
人
町
と
し
て
築

い
た
町
だ
が
、
比
較
的
面
積
が
少
な
か
っ
た
。

山
形
城
下
で
は
、
十
日
町
の
長
門
屋
が
漆
塗
り

産
業
の
中
心
で
、
職
人
町
の
塗
師
た
ち
は
城
内
に

納
め
る
塗
り
箸
の
他
、
蒔
絵
を
つ
く
る
職
人
も
い

た
。
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
仏
壇
の
塗
師
に
変
わ

り
、
山
形
仏
壇
を
発
展
さ
せ
た
。

山
形
仏
壇
は
、
約
二
五
〇
年
前
に
、
江
戸
か
ら

木
彫
り
彫
刻
の
技
術
を
学
び
、
盆
地
で
あ
る
山
形

は
、
も
と
も
と
漆
工
業
が
栄
え
て
い
た
こ
と
も
あ

り
蒔
絵
師
、
金
工
錺
職
人
が
統
合
し
て
仏
壇
産
業

が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
は
、
木
地
、
宮
殿
彫
刻
、
金
具
、
塗
、

蒔
絵
、
箔
押
し
仕
組
の
七
分
業
に
分
か
れ
量
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
京
都
に
匹
敵
す
る
二
重
屋
根
入
母
屋
造

り
空
殿
（
御
本
尊
が
入
る
屋
根
）
の
技
術
に
よ
っ

て
、
華
や
か
さ
と
繊
細
さ
を
増
し
て
い
る
。
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本
格
的
な
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
皆
様
の
ご
来
街
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
『
七
日
町
御
殿
堰
開
発
株

式
会
社
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◆◆◆◆
『『『『
街街街街
なななな
かかかか
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街街街街
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日
程
：
七
月
一
日
～
七
月
二
二
日

山
形
ホ
テ
ル
協
会
・
山
形
市
が
主
催
す
る

「
街
な
か
回
遊
べ
に
街
道
」
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
の
各
店
舗
で
は
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
そ
ば
処
庄
司
屋
】

紅
花
切
り

一
〇
五
〇
円

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ
】

紅
花
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

三
八
〇
円

【
布
四
季
庵
】

紅
花
＆
シ
ル
ク
の
ア
イ
ス

三
五
〇
円

※
詳
細
は
御
殿
堰
各
店
舗
に
て
配
布
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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夏夏夏夏
飾飾飾飾
りりりり

日
程
：
七
月
一
日
～
八
月
三
一
日

場
所
：
水
の
町
屋
御
殿
堰
一
階
軒
下

時
間
：
一
〇
時
～
一
九
時

夏
の
吊
る
し
飾
り
は
、
夏
を
テ
ー
マ
に
身
近

な
物
・
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
作
成
。

昨
年
展
示
し
た
際
の
一
番
人
気
は
「
花
笠
ペ

ロ
リ
ン
」
で
し
た
。
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催催催催
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日
程
：
七
月
七
日
（
土
）

七
月
七
日
、
毎
年
恒
例
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

七
日
町
商
店
街
で
は
、

・
各
店
の
営
業
時
間
を
延
長

・
周
辺
駐
車
場
二
時
間
無
料

・
中
心
街
百
円
循
環
バ
ス
運
行
時
間
延
長

と
五
時
間
無
料
運
行(

一
六
時
～
二
一
時)

・
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
託
児

子
育
て
ラ
ン
ド
あ
～
べ
（
九
時
～
二
〇
時
）

各
店
舗
で
当
日
限
定
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。ご

家
族
皆
様
で
、
是
非
ご
来
街
く
だ
さ
い
。
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日
程
：
七
月
七
日
（
土
）

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
開
催
日
に
、
「
ほ
っ
と
な

る
広
場
公
園
」
で
は
『
七
日
町
ク
ラ
フ
ト
ナ
イ

ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
時
間
】
一
一
時
～
二
一
時

【
場
所
】
ほ
っ
と
な
る
広
場
公
園

【
内
容
】
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
の
展
示
販
売

◆◆◆◆
『『『『
打打打打
ちちちち
水水水水
イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト
』』』』

日
程
：
七
月
二
五
日
（
水
）

一
九
三
三
年
一
五
時
、
山
形
市
で
観
測
し
た

四
〇
・
八
度
と
い
う
最
高
気
温
は
二
〇
〇
七

年
ま
で
日
本
一
の
記
録
で
し
た
。
日
本
一
の
暑

さ
に
ち
な
ん
で
、
中
心
市
街
地
で
は
最
高
気
温

を
記
録
し
た
七
月
二
五
日
一
五
時
打
ち
水
を

し
て
涼
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
御
殿
堰
か
ら
大
き
な
柄
杓
で
水

を
汲
み
と
り
、
歩
道
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で

「
涼
し
さ
」
を
提
供
致
し
ま
す
。


